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（午前１０時００分） 

◇開議の宣告 

○議長（水島一友君） 皆さんおはようございます。 

ただいまの出席議員数は10人で、定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開

きます。 

 

◇日程の報告 

○議長（水島一友君） 本日の日程は、各常任委員会の委員長報告、委員長報告に対する質疑、

討論、表決及び請願・陳情の決定並びに議案第75号 朝日町固定資産評価審査委員会の委員

を選任するため同意を求める件、議員提出議案第３号 森林吸収源対策及び地球温暖化対策

に関する地方の財源確保のための意見書、議員提出議案第４号 中国による防空識別圏設定

の即時撤回を求める意見書についてであります。 

 

    ◇議案第６１号から議案第７４号まで及び請願・陳情 

 

委員長報告 

○議長（水島一友君） これより、議案第61号 平成25年度朝日町一般会計補正予算（第４号）

から議案第74号 地方自治法第179条による専決処分の件 専決第９号 平成25年度朝日町

簡易水道特別会計補正予算（第２号）までの14議案及び請願・陳情に対する審査結果につい

て、各常任委員長の報告を求めます。 

  報告の順序は、総務産業委員長、民生教育委員長の順で行います。 

  最初に、総務産業委員長、西岡良則君。 

〔総務産業委員長 西岡良則君 登壇〕 

○総務産業委員長（西岡良則君） おはようございます。 

議長のご指名によりまして、総務産業委員会の審査報告をいたします。 

  当委員会は、12月16日及び18日の両日、午前10時から開催し、議会から付託されました 

議案第61号 平成25年度朝日町一般会計補正予算（第４号） 

議案第63号 平成25年度朝日町簡易水道特別会計補正予算（第３号） 

議案第64号 平成25年度朝日町下水道特別会計補正予算（第１号） 

議案第65号 朝日町の職員の給与に関する条例一部改正の件 



 

議案第67号 朝日町廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例一部改正の件 

議案第68号 朝日町道路占用料条例一部改正の件 

議案第69号 朝日町営住宅管理条例一部改正の件 

議案第70号 朝日町下水道条例一部改正の件 

議案第71号 朝日町公共下水道事業受益者負担金及び特定環境保全公共下水道事業受益者

分担金に関する条例一部改正の件 

議案第73号 地方自治法第179条による専決処分の件 

専決第８号 平成25年度朝日町一般会計補正予算（第３号） 

議案第74号 地方自治法第179条による専決処分の件 

専決第９号 平成25年度朝日町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 

 以上、11議案を慎重に審査いたしました結果、付託されております全案件は、それぞれ原案

のとおり可決・承認すべきものと決しました。 

  なお、議案審査の過程におきまして、次の要望、意見がありました。 

１、新年度予算編成に当たり、議会や各方面からの要望・提案については、これを真摯に

受けとめ、精査した上で予算に反映されるよう努力されたい。 

２、平成27年３月の新幹線開業に向けて、町としてのビジョンを持って新幹線対策や並行

在来線問題に真剣に取り組まれたい。 

３、ジオパーク構想も含め、町の資源を有効に活用し観光振興に努められたい。 

次に、請願・陳情の審査結果を申し上げます。 

  新規の請願１件、「天望閣の土地・建物の有効活用を求める請願書」につきましては、継

続審査にすべきものと決しました。 

  また、継続審査となっておりました請願２件、「国に対し『消費税増税中止を求める意見

書』の提出を求める請願書」及び「ＴＰＰ交渉からの撤退を求める意見書提出の請願」につ

きましては、不採択とすべきものと決しました。 

  次に、継続審査となっておりました陳情１件、「『森林吸収源対策及び地球温暖化対策に

関する地方の財源確保のための意見書採択』に関する陳情について」につきましては、願意

妥当と認め、採択すべきものと決しました。 

  以上で総務産業委員会の審査報告を終わらせていただきます。 

○議長（水島一友君） 次に、民生教育委員長、加藤好進君。 

  〔民生教育委員長 加藤好進君 登壇〕 



 

○民生教育委員長（加藤好進君） それでは、民生教育委員会の報告をさせていただきます。 

議長のご指名によりまして、民生教育委員会の審査報告をいたします。 

  当委員会は、12月17日及び18日の両日、午前10時から開催し、議会から付託されました 

議案第61号 平成25年度朝日町一般会計補正予算（第４号） 

議案第62号 平成25年度朝日町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第66号 朝日町ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例一部改正の件 

議案第72号 朝日町病院事業の設置等に関する条例一部改正の件 

 以上、４議案を慎重審査いたしました結果、付託されております全案件は、それぞれ原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  なお、議案審査の過程において、次の要望、意見がありました。 

  県立泊高等学校の存続については、並行在来線の利用を促進する観点からも、町当局が積

極的に活動されるよう鋭意努力されたい。 

  次に、陳情の審査結果を申し上げます。 

今期定例会において、議会から付託されました新規の陳情１件、「要支援者への予防給付

（訪問介護・通所介護）を介護給付として継続することについての意見書提出に関する陳情

書」であります。これについては、継続審査とすべきものと決しました。 

続きまして、民生教育委員会の行政視察報告をさせていただきます。 

  当委員会は、10月30日から11月１日にかけて、奈良県生駒市で「介護予防事業」について、

滋賀県彦根市で「空き家等の適正管理に関する条例」について、そして滋賀県長浜市立湖北

病院で「病院の運営」について、視察研修してまいりました。 

  最初に訪れた生駒市の介護予防事業は、高齢者への基本チェックリスト調査を行い、要支

援・要介護状態に移行する可能性が高いと判断された２次予防事業対象者の中から、介護予

防が真に必要なハイリスク対象者をさらに絞り込んだ上で、この方々に運動機能向上教室、

栄養改善教室、口腔機能向上教室を実施し、一定の成果を上げています。 

  また、介護予防を積極的に啓発するため、生駒市民で90歳以上の介護予防実践者を紹介す

る冊子の作成やボランティア養成講座などを実施しているほか、認知症に関する取り組みと

して、徘徊高齢者模擬訓練を行って、地域全体で認知症高齢者を見守る体制づくりを進めて

いました。 

  平成24年度からは国のモデル事業「市町村介護予防強化推進事業」に取り組んでおり、要

支援１または２の軽度認定者に対する現行の介護保険サービス以外の対応として、転倒予防



 

教室や訪問型事業、生活支援サービスを行っており、介護状態の改善や維持が見られるなど

一定の成果が上がっているとのことでありました。 

  また、介護予防教室などへの参加率を高める方法としては、１、対象者の状態に合わせて

興味・関心が高まる事業を創出する。２、パンフレットやＤＶＤなど普及・啓発の方法を考

える。３、行政・事業所・地域・住民の役割を明確にする。４、事業実施場所や参加者の移

動方法を検討する。これら４つのことが大切であるとしています。 

  生駒市での研修を受けて、高齢者が真に必要なサービスは何か、介護予防教室に参加しや

すい環境をつくること、そしてそれを支える住民一人一人の理解が大変重要であるという感

想を持ちました。 

  次に訪れた彦根市では、空き家等の適正管理に関する条例が平成25年４月に制定されてい

ます。この制定の背景には、市内に約8,500戸の空き家があり、市の各課に苦情が寄せられて

いたこと、そして自治会の強い要望があったことから条例化に至っています。 

  この条例については、空き家等の所有者が適正な管理を行う責務があることを明示した上

で、市の役割として、市民からの情報提供があった空き家等の実態調査、所有者への助言、

指導、勧告及び命令を行うことができるとしています。また、正当な理由がなく命令に従わ

ない場合は、所有者等の氏名、住所などを公表できる内容になっています。 

  条例制定の効果としては、施行して半年で市民から多くの情報が寄せられ、所有者に対し

て35件の助言・指導・勧告をし、そのうち半数以上に解体や是正などの改善が見られ、一定

の効果があったとのことでした。 

  今後の課題としては、１つ目に、相続人の相続放棄により、所有者が不在の事例の対応。

２つ目に、解決しない場合に行政代執行を行うことになるが、市民が納得できる行政代執行

の判断基準の確立。３つ目に、第三者が空き家の管理と処分を行う「空き家バンク」の設立

を検討したいとしています。 

  全国的に空き家は増加する一方であり、自治体においては今後ますますその対策が重要と

なってきます。少子高齢化が顕著な当町においても、老朽危険家屋等に対し撤去費用に補助

金を交付していますが、万全とは言えないことから、空き家バンクなども含めた空き家対策

について、全国のさまざまな事例をもとに研究する必要があると感じました。 

  次に、滋賀県長浜市立湖北病院の運営について申し上げます。 

  市立湖北病院は、人口約２万6,000人規模の旧伊香郡を主な医療圏とする総合病院で、診療

科18科、病床数は153床で、昨年度の１日当たりの平均患者数は、入院109名、外来321名とな



 

っています。 

  また、この病院の特徴の１つは、84床の介護老人保健施設と訪問看護ステーションを併設

しており、薬剤や清掃人件費などを病院と共同利用することで経費削減しているとのことで

ありました。 

  平成16年から始まった医師の臨床研修制度の影響による医師不足は、湖北病院も例外では

なく、研修制度が始まった当時には26名いた常勤医師は現在12名となっており、周辺の大学

病院などからの協力で非常勤医師で対応しています。 

  医師確保の取り組みとして、月１回以上の大学や自治医科大学への派遣依頼のほか、民間

の医師紹介会社の活用や医師に対する研究資金貸与制度を導入しています。 

  また、現在、准看護師を含め111名が在籍している看護師についても、夜勤のできる看護師

が減って入院を一部制限せざるを得ない状況であり、看護師確保のため、看護学生に対する

修学資金貸与制度を整備したほか、昨年度からは看護師として就業する際に支度金を貸与す

る「看護師職就業貸付金貸与制度」を実施しています。 

このほかにも、看護学校訪問の受け入れや看護師インターンシップ、退職した看護師に対

する復職支援セミナーを開催しています。 

今後は准看護師の募集を再開し、就職後の正看護師への転換に支援をしていくなどの方策

を検討しているとのことでありました。 

  湖北病院では、医師・看護師の確保に向けて頻繁な派遣依頼やさまざまな貸付金制度を整

備するなど地道な努力をしておられ、当あさひ総合病院にとっても大いに参考となる事例で

あり、大変有意義な研修であったと思っております。 

  以上、民生教育委員会の視察報告を終わります。 

 



 

質  疑 

○議長（水島一友君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。 

  順次、発言を許します。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ないようなので、これをもって委員長報告に対する質疑を終結いたし

ます。 

 



 

討  論 

○議長（水島一友君） これより、上程案件に対する討論を行います。 

討論は、反対討論、賛成討論、反対討論というように交互に行います。 

最初に、反対討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） 次に、賛成討論はございませんか。 

〔発言する声なし〕 

○議長（水島一友君） ないようなので、これをもって上程案件に対する討論を終結いたしま

す。 

 



 

議案採決 

○議長（水島一友君） これより、上程されております 

議案第61号 平成25年度朝日町一般会計補正予算（第４号） 

議案第62号 平成25年度朝日町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第63号 平成25年度朝日町簡易水道特別会計補正予算（第３号） 

議案第64号 平成25年度朝日町下水道特別会計補正予算（第１号） 

議案第65号 朝日町の職員の給与に関する条例一部改正の件 

議案第66号 朝日町ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例一部改正の件 

議案第67号 朝日町廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例一部改正の件 

議案第68号 朝日町道路占用料条例一部改正の件 

議案第69号 朝日町営住宅管理条例一部改正の件 

議案第70号 朝日町下水道条例一部改正の件 

議案第71号 朝日町公共下水道事業受益者負担金及び特定環境保全公共下水道事業受益者

分担金に関する条例一部改正の件 

議案第72号 朝日町病院事業の設置等に関する条例一部改正の件 

議案第73号 地方自治法第179条による専決処分の件 

専決第８号 平成25年度朝日町一般会計補正予算（第３号） 

議案第74号 地方自治法第179条による専決処分の件 

専決第９号 平成25年度朝日町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 

以上、14議案について採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  上程されております議案第61号から議案第74号までの14議案は、これを一括採決すること

にご異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ご異議なしと認めます。 

  よって、上程されております議案第61号から議案第74号までの14議案は、これを一括採決

することに決定いたしました。 

  お諮りいたします。 

議案第61号から議案第74号までの14議案について、それぞれ原案のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 



 

〔全員起立〕 

○議長（水島一友君） 全員起立であります。 

よって、議案第61号から議案第74号までの14議案については、それぞれ原案のとおり可決・

承認されました。 

 



 

◇請願・陳情の決定 

○議長（水島一友君） 次に、請願・陳情を議題といたします。 

  今期定例会において常任委員会に付託いたしました請願１件・陳情１件及び前回から継続

審査になっておりました請願２件・陳情１件に対する常任委員会での審査の結果は、お手元

に配付の請願・陳情文書表のとおりであります。 

お諮りいたします。 

請願３件・陳情２件について、文書表のとおり決することにご異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ご異議なしと認めます。 

よって、請願３件・陳情２件は、文書表のとおり決定いたしました。 

継続審査となった案件については、その実態を調査するなど継続して審査を進められるよ

う所管の委員会に再付託いたします。 

 



 

請 願 文 書 表 

 新規分（１件） 

受 理 

年月日 

付 託 

年月日 

審 査 

年月日 

付 託 

委員会 
件       名 紹介議員 提 出 者 

審 査 

の結果 

25. 

10.31 

25. 

12.12 

25. 

12.18 

総務 

産業 

天望閣の土地・建物の有効 

活用を求める請願書 
加藤好進 

泊一区自治振興会長 

水島幸治

下横尾町内会長 

堀田正隆

温泉町町内会長 

松下忠史

上横尾町内会長 

澤田一征

継続審査 

 

 継続分（２件） 

受 理 

年月日 

付 託 

年月日 

審 査 

年月日 

付 託 

委員会 
件     名 紹介議員 提 出 者 

審 査 

の結果 

25. 

8.28 

25. 

9.12 

25. 

12.18 

総務 

産業 

国に対し「消費税増税中止 

を求める意見書」の提出を 

求める請願書 

稲村 功 

水間秀雄 

新川民主商工会 

代表 水木正和 
不採択 

25. 

9. 4 

25. 

9.12 

25. 

12.18 

総務 

産業 

ＴＰＰ交渉からの撤退を求 

める意見書提出の請願 

水間秀雄 

稲村 功 

農民運動富山県連

合会 

代表 大橋国昭 

不採択 

 

陳 情 文 書 表 

 新規分（１件）  

受 理 

年月日 

付 託 

年月日 

審 査 

年月日 

付 託 

委員会 
件       名 提 出 者 

審 査 

の結果 

25. 

11.19 

25. 

12.12 

25. 

12.18 

民生 

教育 

要支援者への予防給付(訪問介護・通所

介護)を介護給付として継続すること

についての意見書提出に関する陳情書 

認知症の人と家族 

の会 富山県支部 

代表 村井和恵 

継続審査 

 

 継続分（１件） 

受 理 

年月日 

付 託 

年月日 

審 査 

年月日 

付 託 

委員会 
件       名 提 出 者 

審 査 

の結果 

25. 

8．9 

25. 

9.12 

25. 

12.18 

総務 

産業 

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策 

に関する地方の財源確保のための意見 

書採択」に関する陳情について 

全国森林環境税創 

設促進議員連盟 

会長 板垣一徳 

採 択 

 



 

    ◇議案第７５号 

○議長（水島一友君） 次に、議案第75号 朝日町固定資産評価審査委員会の委員を選任する

ため同意を求める件を議題といたします。 

 

提案理由説明 

○議長（水島一友君） 議案第75号について提案理由の説明を求めます。 

  脇町長。 

  〔町長 脇四計夫君 登壇〕 

○町長（脇四計夫君） 議案第75号 朝日町固定資産評価審査委員会の委員を選任するため同

意を求める件であります。 

これは、固定資産評価審査委員会の舟橋誠委員が12月20日をもって任期満了となりますの

で、その後任の委員を選任するため、同意を求める案件でございます。 

○議長（水島一友君） この際、暫時休憩いたします。 

（午前１０時２６分） 

〔休憩中に、町長（脇四計夫君）が議案第75号について細部説明を行う〕 

（午前１０時２７分） 

○議長（水島一友君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案第75号 朝日町固定資産評価審査委員会の委員を選任するため同意を求める件につい

て、その候補者の氏名を発表していただきます。 

  脇町長。 

  〔町長 脇四計夫君 登壇〕 

○町長（脇四計夫君） 朝日町固定資産評価審査委員会の委員に、住所 朝日町沼保285番地、

氏名 舟橋誠、生年月日 昭和23年１月25日生まれを選任いたしたく、同意を賜りますよう

お願いを申し上げます。 

○議長（水島一友君） 本案件については、事案の性質上、質疑、討論を省略いたしたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ご異議なしと認めます。 

よって、議案第75号については、質疑、討論を省略することに決定いたしました。 

 



 

採  決 

○議長（水島一友君） お諮りいたします。 

  議案第75号 朝日町固定資産評価審査委員会の委員を選任するため同意を求める件は、こ

れに同意することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第75号は、これに同意することに決定いたしました。 

 

     



 

◇議員提出議案第３号及び議員提出議案第４号 

○議長（水島一友君） 次に、議員提出議案第３号 森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関

する地方の財源確保のための意見書、議員提出議案第４号 中国による防空識別圏設定の即

時撤回を求める意見書の２議案を一括議題といたします。 

 

  提案理由説明 

○議長（水島一友君） これより、議員提出議案の提案理由の説明を求めます。 

  議員提出議案第３号及び議員提出議案第４号について、西岡良則君。 

〔４番 西岡良則君 登壇〕 

○４番（西岡良則君） ４番の西岡でございます。議員提出議案第３号と第４号について、私

のほうから説明をさせていただきます。 

まず、議員提出議案第３号 森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保

のための意見書であります。 

  提出者は私、西岡であり、賛成者は加藤好進議員であります。 

  提案理由の朗読をもって説明にかえさせていただきます。 

  地球温暖化防止のための温室効果ガスの削減は、我が国のみならず地球規模の重要かつ喫

緊の課題となっており、森林のもつ地球温暖化の防止や国土の保全、水資源の涵養、自然環

境の保持など「森林の公益的機能」に対する国民の関心と期待は大きくなっています。 

  また、我が国は、平成25年度以降においても、京都議定書目標達成計画に掲げられたもの

（第１約束期間における温室効果ガス排出削減義務６％のうち、3.8％を森林吸収量で確保）

と同等以上の取り組みを推進することとしています。 

  このような経緯も踏まえ、「地球温暖化対策のための石油石炭税の税率の特例措置」が平

成24年10月に導入されましたが、使途はＣＯ２排出抑制対策に限定されており、森林吸収源

対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保については、「早急に総合的な検討を行う」

との方針に止まっています。 

  もとより、地球温暖化防止をより確実なものとするためには、森林の整備・保全等の森林

吸収源対策や豊富な自然環境が生み出す再生可能エネルギーの活用などの取り組みを、山村

地域の市町村が主体的・総合的に実施することが不可欠であります。 

  しかしながら、これら市町村では、木材価格の暴落・低迷や林業従事者の高齢化、後継者

不足など厳しい情勢にあり、その結果、山そのものが荒廃し、自然災害等の脅威に国民の生



 

命財産が脅かされるといった事態が生じています。 

  これを再生させることと共に、森林吸収源対策などの地球温暖化対策に取り組むための恒

久的・安定的な財源確保を講ずることが急務であります。 

  よって、下記事項の実現を強く求めるものであります。 

記 

  自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための森林・林業・山村対策の抜本的な強

化を図ることに加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全な

どを推進する市町村の役割を踏まえ、「石油石炭税の税率の特例」による税収の一定割合を、

森林面積に応じて譲与する仕組みの構築を強く求める。 

  以上の趣旨から、別紙意見書を朝日町議会会議規則第13条の規定により提出します。 

  なお、提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、農林水

産大臣、経済産業大臣、環境大臣であります。 

  審議のほど、よろしくお願いをいたします。 

  次に、議員提出議案第４号であります。中国による防空識別圏設定の即時撤回を求める意

見書であります。 

  提出者は私、西岡であり、賛成者は蓬澤博議員、笹原靖直議員であります。 

  提案理由の朗読をもって説明にかえさせていただきます。 

  去る11月23日、中国政府は、「東シナ海防空識別区」を設定し、当該区域を飛行する航空

機に対して中国国防部の定める規則を適用するとともに、これに従わない場合には中国軍に

よる「防御的緊急措置」をとる旨発表しました。 

  中国側のこうした措置は、東シナ海周辺における現状を一方的に変更し、事態をエスカレ

ートさせ、現場海空域において不測の事態を招きかねない極めて危険なものであります。 

  今回の中国側の措置は、公海上空を飛行する民間航空機を含む全ての航空機に対して、一

方的に軍の定めた手続に従うことを強制的に義務付けました。これに従わない場合、軍によ

る対応措置を講じるとしたことは、国際法上の一般原則である公海上空における飛行の自由

の原則を不当に侵害するものであると同時に、アジア太平洋地域ひいては国際社会全体の平

和と安定に対する重大な挑戦であります。 

  東シナ海は多数の民間航空機の飛行経路であり、民間航空の秩序及び安全への影響の観点

からも大きな問題であります。このような中国側の措置は、我が国に対して何ら効力を有す

るものではないことをここに言明するものであります。 



 

  また、中国側が設定した空域は、我が国固有の領土である尖閣諸島の領空があたかも「中

国の領空」であるかのごとき表示をしており、このような力を背景とした不当な膨張主義を

民主主義・平和主義国家として我が国は断じて受け入れることはできません。 

  よって、本町議会は、政府に対して、近隣諸国・地域を含む国際社会及び国連をはじめと

する国際機関と緊密に連携しつつ、我が国の主権と国民の生命・財産を断固として守り抜く

ため、冷静かつ毅然たる態度で外交手段などのあらゆる措置を講じられるよう強く求めると

ともに、中国政府に対し、公海上空における飛行の自由を妨げるような今回の一切の措置を

即時撤回するよう強く要求するものであります。 

  以上の趣旨から、別紙意見書を朝日町議会会議規則第13条の規定により提出します。 

  なお、提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、防

衛大臣、国土交通大臣であります。 

審議のほど、よろしくお願いをいたします。 

 

  質  疑 

○議長（水島一友君） これより、議員提出議案第３号及び議員提出議案第４号について質疑

を行います。 

  順次、発言を許します。 

  質疑はございませんか。 

  〔「なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ないようなので、これをもって質疑を終結いたします。 

 

  討  論 

○議長（水島一友君） これより、議員提出議案第３号及び議員提出議案第４号に対する討論

を行います。 

  順次、発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ないようなので、これをもって討論を終結いたします。 

 

  採  決 

○議長（水島一友君） これより、議員提出議案第３号 森林吸収源対策及び地球温暖化対策



 

に関する地方の財源確保のための意見書、議員提出議案第４号 中国による防空識別圏設定

の即時撤回を求める意見書の２議案について採決を行います。 

  お諮りいたします。 

  議員提出議案第３号及び議員提出議案第４号の２議案は、これを一括採決することにご異

議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議員提出議案第３号及び議員提出議案第４号の２議案は、これを一括採決す

ることに決定しました。 

  お諮りいたします。 

  議員提出議案第３号及び議員提出議案第４号の２議案について、原案のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔全員起立〕 

○議長（水島一友君） 全員起立であります。 

よって、議員提出議案第３号及び議員提出議案第４号は、原案のとおり可決されました。 

 

     



 

◇日程の追加 

○議長（水島一友君） 次に、議会運営委員会、総務産業委員会、民生教育委員会、日本海関

東首都圏連絡道路構想対策特別委員会、並行在来線等対策特別委員会、災害対策等特別委員

会から、朝日町議会会議規則第74条の規定により、お手元に配付した閉会中の継続審査の申

し出一覧表のとおり申し出がありました。 

  この際、これを日程に追加し、議題とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ご異議なしと認めます。 

よって、閉会中の継続審査の件は、これを日程に追加し、議題とすることに決定いたしま

した。 

 

    ◇閉会中継続審査の件 

○議長（水島一友君） お諮りいたします。 

閉会中の継続審査の件は、申し出一覧表のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（水島一友君） ご異議なしと認めます。 

よって、閉会中の継続審査の件は、申し出一覧表のとおり決定いたしました。 

 



 

閉会中の継続審査事件の申し出一覧 

委 員 会 名 件            名 

議会運営委員会 

１ 議会の運営に関することについて 

２ 議会の会議規則、委員会条例等に関することについて 

３ 議長の諮問に関することについて 

総務産業委員会 

１ 行財政改革の推進について 

２ 定住対策について 

３ 都市計画事業の促進について 

４ 農林水産業の振興対策について 

５ 商工業の振興について 

６ 観光事業の推進について 

７ 企業誘致について 

８ 下水道事業について 

９ 災害対策について 

10 消防行政の推進について 

11 請願で再付託を受けたもの 

民生教育委員会 

１ 健康増進施策の推進について 

２ 高齢者・障害者等の福祉対策について 

３ 少子高齢化対策について 

４ 環境・廃棄物対策について 

５ 医療対策の推進について 

６ 病院事業に関することについて 

７ 学校教育の充実について 

８ 生涯学習・スポーツの推進について 

９ 陳情で再付託を受けたもの 

 
日本海関東首都圏
連絡道路構想対策 
特 別 委 員 会 
 

１ 日本海関東首都圏連絡道路構想等の実現について 



 

 

委 員 会 名 件            名 

 
並行在来線等対策
特 別 委 員 会 
 

１ 並行在来線等について 

 
災 害 対 策 等 
特 別 委 員 会 
 

１ 災害時の復旧・復興、並びに防災等について 

 

○議長（水島一友君） 以上で今期定例会に付議をされました案件の審議は、全て終了いたし

ました。 

 

    ◇町長挨拶 

○議長（水島一友君） 次に、町長から挨拶があります。 

  脇町長。 

○町長（脇四計夫君） 今定例会に提案いたしました全ての案件につきまして、慎重審議の上、

全会一致をもちまして採択いただきましたこと、ありがとうございました。 

  ことしも余すところ十日余りとなりました。議会議員の皆さん、そして町民の皆さんには、

平安な新年を迎えられますよう祈念をいたしまして、挨拶とさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

 

    ◇閉会の宣告 

○議長（水島一友君） 以上をもって、平成25年第４回朝日町議会定例会における審査は全て

終了いたしました。 

  議員各位におかれましては、長期間にわたり終始熱心に諸案件の審議に当たられ、かつ、

議会運営に格別のご協力を賜りましたことに対し、心から感謝申し上げます。 

  また、当局におかれましては、誠意をもって答弁に当たられ、まことにありがとうござい

ました。 

  これをもって、平成25年第４回朝日町議会定例会を閉会いたします。 

  皆さん、どうもご苦労さまでした。 

（午前１０時４４分） 
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